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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
収納キャビネットと、収納キャビネット内に設けたラック体と、リンク機構を介してラッ
ク体を出し入れ昇降自在に支持する昇降支持装置と、前記収納キャビネットに設けた扉体
と、この扉体とラック体を連動させ、ラック体の収納キャビネットからの出し入れ昇降に
よって扉体を開閉させる連動機構と、ラック体の下部前面に設けられた化粧パネルとを具
備し、収納キャビネットにこのラック体を収納した時、ラック体前面がこれら扉体と化粧
パネルによって覆われるようにした昇降式収納装置。
【請求項２】
化粧パネルに把手を設けた請求項１記載の昇降式収納装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、上下動できる部分を有する家具、詳しくは高所への収納物品の出し入れを容
易とする昇降式収納装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来この種の昇降式収納装置は図７に示されているように、左右に開閉自在の扉１、２
の付いたキャビネット３に昇降支持装置４を装着し、昇降支持装置４によってラック体５
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が出し入れ昇降するように構成されており、使用時は、この扉１、２を開いた後にラック
体５の引出し降下を行い、収納時は、ラック体５をキャビネット３に収納した後に扉１、
２を閉成するようになっていた（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開平７－１４８０３１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、従来の昇降式収納装置では扉１、２の開閉動作とラック体５の出し入れ
昇降動作が別動作であるため、使用時は、収納キャビネット前面の扉１、２を開いた後、
キャビネット内のラック体５を引出し降下させ、ラック体内に収められた収納物品を取り
出すという作業となり、
　・　扉を開く、
　・　ラックック体を引出し降下させる
という２つの動作によって初めてラック体内の物品の取り出しが可能となり、収納時にお
いても、ラック体をキャビネット内に収納した後にキャビネット前面の扉を閉めるという
作業となり、前記の（１）、（２）の２つ動作を要するという課題を有していた
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は上記課題を解決するために、収納キャビネットと、収納キャビネット内に設け
たラック体と、リンク機構を介してラック体を出し入れ昇降自在に支持する昇降支持装置
と、前記収納キャビネットに設けた扉体と、この扉体とラック体を連動させ、ラック体の
収納キャビネットからの出し入れ昇降によって扉体を開閉させる連動機構と、ラック体の
下部前面に設けられた化粧パネルとを具備し、収納キャビネットにこのラック体を収納し
た時、ラック体前面がこれら扉体と化粧パネルによって覆われるようにしたもので、扉体
の開閉動作とラック体の昇降動作とを１動作で行うことができ、また化粧パネルの存在に
よって物品などの不用意な落下を防止する。
【発明の効果】
【０００５】
　本発明の昇降式収納装置は、扉体の開閉動作とラック体の昇降動作とを１動作で行うこ
とができ、大いにその使用性を高め得る。また、化粧パネルの存在によって物品などの不
用意な落下を防止して、昇降操作時の安心感を向上させ、加えて、昇降式収納装置として
の区別外観性の高揚が図れる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　本発明は、収納キャビネットと、収納キャビネット内に設けたラック体と、リンク機構
を介してラック体を出し入れ昇降自在に支持する昇降支持装置と、前記収納キャビネット
に設けた扉体と、この扉体とラック体を連動させ、ラック体の収納キャビネットからの出
し入れ昇降によって扉体を開閉させる連動機構と、ラック体の下部前面に設けられた化粧
パネルとを具備し、収納キャビネットにこのラック体を収納した時、ラック体前面がこれ
ら扉体と化粧パネルによって覆われるようにしたものである。
【０００７】
　したがって、扉体の開閉が、ラック体の収納キャビネットからの出し入れ昇降に連動す
るため、ラック体の降下と収納をいずれも１動作で行うことができる。
【０００８】
　そして、化粧パネルに把手を設けて操作性を一層高めることも考えられる。
【実施例】
【０００９】
　以下、本発明の実施例について図面を用いて説明する。
【００１０】
　（実施例１）
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　図１は本発明の実施例１の昇降式収納装置の開成状態の外観斜視図である。また図２は
実施例１の昇降式収納装置の要部断面図である。
【００１１】
　図において、６はキッチン等の壁面上部に設置された収納キャビネットで、収納キャビ
ネット６の庫内両側面には平行リンク７ａ，７ｂと、この平行リンク７ａ，７ｂを支持す
る筺体８ａ，８ｂからなる昇降支持装置９が設置されている。そしてこの昇降支持装置の
筐体８ａ、８ｂ内には後述するラック体の出し入れを助成する付勢手段等の駆動手段（図
示せず）が設けてある。
【００１２】
　平行リンク７ａ，７ｂの遊端部には収納物を収納するラック体１０が連結されている。
ラック体１０前面下部には化粧パネル１１が固定され、化粧パネル１１には把手１２が固
定されている。
【００１３】
　１３は扉で収納キャビネット６上辺に開閉自在に取り付けられ、扉１３の裏にはレール
１４ａ，１４ｂが固定されている。
【００１４】
　扉１３とラック体１０はレール１４ａ，１４ｂに慴動自在に係合するとともにラック体
１０に回転自在に設けたスライダー１５ａ，１５ｂ（連動機構）によって連結されている
。
【００１５】
　次に動作、作用について説明すると、把手１２を持って手前に引くと収納キャビネット
６に設置された昇降支持装置９の平行リンク７ａ，７ｂが回動し、ラック体１０が降下す
る。ラック体１０に回動自在に設けられたスライダー１５ａ，１５ｂがその框支部ａを中
心に回動してラック体１０の降下とともにその扉側端部がレール１４ａ，１４ｂを慴動し
ながら扉１３を上方へ押し上げて開成させる。
【００１６】
　また、収納時は把手１２を持って上方へ押し上げると、昇降支持装置９の平行リンク７
ａ，７ｂが上昇方向に回動するとともにラック体１０が上昇し、ラック体１０の上昇とと
もにスライダー１５ａ，１５ｂがレール１４ａ，１４ｂを慴動しながら扉１３を閉成させ
る。この時筐体８ａ、８ｂ内に設けてある駆動手段の付勢力でラック体１０は軽く上昇さ
せることができる。
【００１７】
　（実施例２）
　図３は本発明の実施例２の昇降式収納装置の開成状態を示す外観斜視図である。
【００１８】
　実施例１と異なる点は、扉１３を扉１６、１７にし、扉１６、１７が左右に開閉するも
のである。また、レール１４ａ，１４ｂをレール１８ａ，１８ｂに、スライダー１５ａ，
１５ｂをスライダー１９ａ，１９ｂにし、スライダー１９ａ，１９ｂのラック体側にスラ
イダー１９ａ，１９ｂを水平に回動自在に支持する基部２０ａ，２０ｂを設け、スライダ
ー１９ａ，１９ｂがレール１８ａ，１８ｂを慴動しながら扉１６、１７を開閉させる。
【００１９】
　なお実施例１と同一符号のものは同一構造を有し、説明は省略する。
【００２０】
　次に動作、作用について説明すると、把手１２を持って手前に引くと収納キャビネット
６に設置された昇降支持装置９の平行リンク７ａ，７ｂが回動し、ラック体１０が降下す
る。ラック体１０の降下とともにラック体１０に固定された基部２０ａ，２０ｂに水平方
向に回動自在に設けられたスライダー１９ａ，１９ｂがレール１８ａ，１８ｂを慴動しな
がら扉１６、１７を押して左右に開成させる。
【００２１】
　また、収納時は把手１２を持って上方へ押し上げると、昇降支持装置９の平行リンク７
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ａ，７ｂが上昇方向に回動するとともにラック体１０が上昇し、ラック体１０の上昇とと
もにスライダー１９ａ，１９ｂがレール１８ａ，１８ｂを慴動しながら扉１６、１７を閉
成させるようになっている。
【００２２】
　（実施例３）
　図４は本発明の実施例３の昇降式収納装置の開成状態を示す外観斜視図である。
【００２３】
　実施例１と異なる点は、扉１３を扉２１にし、扉２１が左右いずれか一方に開閉するも
のである。また、レール１４ａ，１４ｂをレール２２に、スライダー１５ａ，１５ｂをス
ライダー２３に、基部２０ａ，２０ｂを基部２４にし、スライダー２３がレール２２を慴
動しながら扉２１を開閉させる。
【００２４】
　なお実施例１と同一符号のものは同一構造を有し、説明は省略する。
【００２５】
　次に動作、作用について説明すると、把手１２を持って手前に引くと収納キャビネット
６に設置された昇降支持装置９の平行リンク７ａ，７ｂが回動し、ラック体１０が降下す
る。ラック体１０の降下とともに、ラック体１０に固定された基部２４に水平方向に回動
自在に設けられたスライダー２３がラック体１０の降下とともにレール２２を慴動しなが
ら扉２１を押して開成させる。また、収納時は把手１２を持って上方へ押し上げると、昇
降支持装置９の平行リンク７ａ，７ｂが上昇方向に回動するとともにラック体１０が上昇
し、ラック体１０の上昇とともにスライダー２３がレール２２を慴動しながら扉２１を閉
成させるようになっている。
【００２６】
　（実施例４）
　図５は本発明の実施例４の昇降式収納装置の開成状態を示す外観斜視図である。
【００２７】
　また図６は実施例４の昇降式収納装置の要部断面図である。
【００２８】
　実施例１と異なる点は、レール１４ａ，１４ｂをレール２５ａ，２５ｂにし、スライダ
ー１５ａ，１５ｂをスライダー２６ａ，２６ｂにし、スライダー２６ａ，２６ｂは収納状
態においてレール２５ａ，２５ｂと係合することなくラック体１０を所定距離移動させた
後、レール２５ａ，２５ｂに当接し、レール２５ａ，２５ｂを慴動するものである。
【００２９】
　なお実施例１と同一符号のものは同一構造を有し、説明は省略する。
【００３０】
　次に動作、作用について説明すると、把手１２を持って手前に引くと収納キャビネット
６に設置された昇降支持装置９の平行リンク７ａ，７ｂが回動し、ラック体１０が降下す
る。ラック体１０が降下したとき、ラック体１０に設けられたスライダー２６ａ，２６ｂ
がラック体１０の降下とともに、扉１３の裏面に設けられたレール２５ａ，２５ｂに当接
した後、レール２５ａ，２５ｂを慴動しながら扉１３を押して開成させる。
【００３１】
　また、収納時は把手１２を持って上方へ押し上げると、昇降支持装置９の平行リンク７
ａ，７ｂが上昇方向に回動するとともにラック体１０が上昇し、ラック体１０に設けられ
たスライダー２６ａ，２６ｂがラック体１０の上昇とともに、扉１３の裏面に設けられた
レール２５ａ，２５ｂを慴動し、扉１３はその自重によってスライダー２６ａ，２６ｂの
移動とともに閉成するようになっている。
【００３２】
　なお、上記実施例では、スライダー２６ａ，２６ｂとレール２５ａ，２５ｂはラック体
１０の収納時においては係合せず、ラック体１０が所定距離の下降移動を行った後スライ
ダー２６ａ，２６ｂとレール２５ａ，２５ｂが当接し、スライダー２６ａ，２６ｂがレー
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２５ａ２５ｂはあらかじめ係合されていても構わない。
【００３３】
　また、スライダー２６ａ，２６ｂはラック体１０に、レール２５ａ、２５ｂは扉１３の
裏面に取り付ける構成としたが、スライダー２６ａ，２６ｂを扉１３に、レール２５ａ、
２５ｂをラック体１０に取り付けても構わないし、レール２５ａ、２５ｂをなくしてスラ
イダー２６ａ、２６ｂが直接扉裏面に接するようにしてもよい。
【００３４】
　なお、上記各実施例ではラック体１０の昇降を手動による昇降としたが、これに限定さ
れるものでなく、電動モーターなどを利用した自動昇降式収納装置としても本発明の目的
を達成することができる。
【００３５】
　実施例１で説明した附勢手段を利用した場合には、力の弱い高齢者などにとって使い勝
手が向上するのはもちろんのこと、電動モーターなどを利用した自動昇降式収納装置の場
合には人手を全くわずらわせることなく昇降可能となるので、従来収納が不可能であった
重量物の収納も可能となることに加え、人の手の届かない高所への設置にも有効なものと
なるものである。
【産業上の利用可能性】
【００３６】
　以上のように本発明にかかる昇降式収納装置は、扉体の開閉動作とラック体の昇降動作
とを１動作でできるようにし、また、化粧パネルの存在によって物品などの不用意な落下
を防止して、昇降操作時の安心感を向上させるもので、各種収納手段への応用が可能であ
る。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明の実施例１の昇降式収納装置の外観斜視図
【図２】同昇降式収納装置の要部断面図
【図３】本発明の実施例２の昇降式収納装置の外観斜視図
【図４】本発明の実施例３の昇降式収納装置の外観斜視図
【図５】本発明の実施例４の昇降式収納装置の外観斜視図
【図６】本発明の実施例４の昇降式収納装置の要部断面図
【図７】従来の昇降式収納装置の外観斜視図
【符号の説明】
【００３８】
　６　　収納キャビネット
　７ａ、７ｂ　　平行リンク
　８ａ、８ｂ　　筺体
　９　　昇降支持装置
　１０　　ラック体
　１１　　化粧パネル
　１２　　把手
　１３　　扉体
　１４ａ、１４ｂ　　レール
　１５ａ、１５ｂ　　スライダー（連動機構）
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